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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｗ
ｈ
ｏ
 

ｉ
ｓ
 

ｗ
ｉ
ｓ
ｅ
？

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
４
６
５
Ｎ

【
作
者
名
】

　
霧
崎
 

邪
駒

【
あ
ら
す
じ
】

　
戦
争
で
、
人
類
が
激
減
し
て
か
ら
数
百
年
後
、
あ
る
遺
跡
か
ら
、
錬
金
術
の

賜
物
で
あ
る
、
原
子
操
作
が
で
き
る
石
が
発
掘
さ
れ
た
。
「
ヌ
ー
チ
ャ
ー
ス
ト

ー
ン
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
様
々
な
と
こ
ろ
で
発
掘
さ
れ
、
、
様
々

な
兵
器
に
使
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
古
く
に
作
ら
れ
、
芸
術
品
や
工
芸
品
な

ど
に
紛
れ
た
ヌ
ー
チ
ャ
ー
ス
ト
ー
ン
を
狙
う
怪
盗
が
い
た
。
そ
の
名
、
怪
盗
・

Ｗ
ｉ
ｓ
ｅ
。
今
宵
も
青
を
纏
い
、
石
を
攫
っ
て
い
く
。
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序
章
 
 

ｍ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｉ
ｏ
ｕ
ｓ
 

ｔ
ｈ
ｉ
ｅ
ｆ
（
前
書
き
）

企
画
初
参
加
で
す
。

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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序
章
 
 

ｍ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｉ
ｏ
ｕ
ｓ
 

ｔ
ｈ
ｉ
ｅ
ｆ

人
類
が
温
暖
化
と
戦
争
で
激
減
し
て
か
ら
数
百
年
。

人
々
は
、
小
さ
な
都
市
国
家
を
作
り
、
世
界
は
再
び
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
よ
う

な
時
代
に
入
っ
た
。

そ
し
て
、
原
子
操
作
が
で
き
る
石
「
ヌ
ー
チ
ャ
ー
ス
ト
ー
ン
」
を
発
見
し
、
人

々
は
、
そ
れ
を
様
々
な
兵
器
に
使
い
始
め
た
。

こ
の
世
界
で
、
一
番
大
き
な
都
市
国
家
が
あ
る
。

高
い
、
高
い
、
壁
で
護
ら
れ
た
都
市
、

グ
レ
イ
ク
ロ
ー
ズ
ド
シ
テ
ィ
。

こ
の
都
市
で
、
古
く
に
作
ら
れ
た
芸
術
品
や
工
芸
品
の
中
に
紛
れ
た
ヌ
ー
チ
ャ

ー
ス
ト
ー
ン
を
狙
う
怪
盗
達
が
い
た
。
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け
た
た
ま
し
い
、
警
鈴
が
な
る
な
か
、
機
械
的
な
建
物
の
廊
下
を
走
る
男
が
一

人
。

水
色
の
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
上
に
青
い
長
い
上
着
。

頭
に
は
、
青
い
地
に
黒
い
リ
ボ
ン
の
ソ
フ
ト
帽
を
被
り
、
黒
髪
の
中
に
混
じ
っ

て
、
長
く
伸
び
た
青
い
髪
が
横
か
ら
で
て
い
る
。

左
目
の
前
に
出
て
い
る
ア
イ
コ
ン
付
き
の
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
型
の
通
信
機
を
し
て
い

て
、

左
腕
に
は
、
何
か
の
機
械
を
は
め
て
い
る
。

彼
の
手
に
は
、
彼
の
衣
装
に
は
、
目
立
つ
、
赤
い
宝
石
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
が
握
ら

れ
て
い
た
。

彼
は
、
怪
盗
・
Ｗ
ｉ
ｓ
ｅ

ヌ
ー
チ
ャ
ー
ス
ト
ー
ン
を
狙
う
怪
盗
の
１
人
で
あ
る

ピ
ピ
ッ
と
彼
の
通
信
機
か
ら
、
電
子
音
が
鳴
る
。

『
ワ
イ
ズ
。
』

通
信
機
で
通
信
し
て
き
て
い
る
男
の
声
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今
ま
で
、
不
敵
に
笑
っ
て
い
た
ワ
イ
ズ
の
顔
の
眉
間
に
シ
ワ
が
よ
る
。

「
ん
だ
よ
。
」

『
目
標
の
物
は
、
確
保
で
き
た
か
？
』

タ
ー
ゲ
ッ
ト

ワ
イ
ズ
は
、
手
に
持
っ
て
い
る
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
確
認
す
る
。

「
あ
あ
、
リ
ー
ベ
ル
の
赤
い
瞳
だ
ろ
？
こ
の
手
に
し
っ
か
り
持
っ
て
る
ぜ
。
」

『
そ
う
か
。
私
は
こ
の
ま
ま
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
シ
ス
テ
ム
を
制
圧
を
し
て
い

る
。
』

「
了
解
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
っ
て
」

ワ
イ
ズ
は
、
男
に
返
答
を
入
れ
つ
つ
、
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
止
ま
る
。

前
を
見
て
、
マ
ジ
で
？
と
苦
笑
い
を
し
な
が
ら
、
冷
や
汗
を
か
い
て
い
た
。
ワ

イ
ズ
が
向
か
っ
て
い
る
先
に
、
た
く
さ
ん
の
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
を
着
た
兵
士
達

が
銃
を
構
え
て
い
た
か
ら
だ
。

「
す
い
ま
せ
ー
ん
。
草
壁
さ
ん
？

目
の
前
に
、
敵
さ
ん
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
ッ
ス
け
ど
・
・
・
・
・
・

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
制
圧
し
た
ん
じ
ゃ
ね
ー
の
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

若
干
ワ
イ
ズ
は
イ
ラ
イ
ラ
し
な
が
ら
男
に
言
う
。
す
る
と
、
ワ
イ
ズ
の
耳
元
で

た
め
息
が
聞
こ
え
た
。

『
い
つ
も
、
言
っ
て
る
だ
ろ
う
。
私
が
、
ゲ
ー
ト
を
閉
め
て
も
、
奴
ら
が
破
っ

て
来
る
ん
だ
よ
。
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敵
を
越
え
た
先
に
、
窓
が
あ
る
か
ら
、
そ
こ
か
ら
出
ろ
。
』

「
こ
こ
、
六
階
だ
よ
？
俺
に
死
ね
と
？
」

『
・
・
・
・
・
・
・
・
・
外
で
空
中
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
待
機
し
て
る
と
言
っ
た

ら
？
』

そ
れ
を
聞
く
と
ワ
イ
ズ
は
、
ニ
カ
ッ
と
笑
い
、
右
手
で
あ
る
も
の
を
取
り
出
し

た
。

そ
れ
は
、
片
方
に
接
続
部
の
付
い
た
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
。

中
に
は
、
銀
に
輝
く
石
が
入
っ
て
い
る
。

そ
れ
を
左
腕
の
機
械
に
装
填
し
な
が
ら
、
男
に
返
事
を
し
た
。

［
ａ
ｔ
ｏ
ｍ
・
ｉ
ｒ
ｏ
ｎ
］

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
喜
ん
で
そ
ち
ら
に
向
か
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
」

す
る
と
、
左
腕
の
機
械
か
ら
、
長
い
両
刃
が
出
て
き
た
。

ワ
イ
ズ
が
機
械
に
入
れ
た
石
は
、

［
鉄
の
ヌ
ー
チ
ャ
ー
ス
ト
ー
ン
］

鉄
の
原
子
を
操
作
で
き
る
ヌ
ー
チ
ャ
ー
ス
ト
ー
ン
で
あ
る
。

ワ
イ
ズ
は
、
鉄
の
ヌ
ー
チ
ャ
ー
ス
ト
ー
ン
を
使
っ
て
、
剣
を
作
り
上
げ
た
の
で

あ
る
。

兵
士
達
が
銃
を
打
っ
た
。

「
が
は
っ
！
！
？
？
」

ワ
イ
ズ
は
、
高
く
跳
び
上
が
り
、
一
番
手
前
の
兵
士
の
頭
を
踏
み
、
蹴
っ
て
、
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着
地
し
、
近
く
に
い
た
二
人
目
の
兵
士
を
斬
り
、
三
人
目
の
兵
士
が
打
っ
た
弾

を
剣
で
弾
い
た
。

四
人
目
の
兵
士
を
ワ
イ
ズ
は
、
剣
で
刺
し
、
抜
い
た
後
、
三
人
目
の
兵
士
の
顔

に
後
ろ
回
し
蹴
り
を
お
見
舞
い
す
る
。

五
人
目
の
兵
士
が
ワ
イ
ズ
の
顔
を
狙
っ
て
ナ
イ
フ
を
突
き
出
す
。
そ
れ
を
ワ
イ

ズ
は
、
屈
ん
で
避
け
、
そ
の
ま
ま
潜
り
込
み
、
腹
を
殴
る
。

六
人
目
の
兵
士
に
足
払
い
し
た
あ
と
、
腹
を
踏
み
つ
け
、
そ
の
ま
ま
、
窓
に
向

か
っ
て
走
る
。

ワ
イ
ズ
は
、
前
に
跳
び
、
身
を
か
が
め
て
、
窓
を
破
り
、
外
つ
ま
り
空
中
に
出

た
。

そ
の
ま
ま
落
下
し
そ
う
に
な
る
が
、

「
ワ
イ
ズ
！
！
！
！
」

ワ
イ
ズ
は
、
エ
ア
バ
イ
ク
と
い
う
、
空
を
飛
ぶ
バ
イ
ク
型
の
乗
り
物
に
乗
っ
て

い
る
、
ゴ
ー
グ
ル
を
し
た
青
い
髪
の
男
に
、
腕
を
掴
ま
れ
た
。

「
マ
ッ
マ
ジ
で
死
ぬ
か
と
思
っ
た
じ
ゃ
ね
ぇ
か
！
！
！
草
壁
！
！
！
」

ワ
イ
ズ
は
、
男
、
草
壁
に
引
き
上
げ
ら
れ
な
が
ら
、
息
を
ゼ
ェ
ゼ
ェ
と
吐
い
た
。
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ビ
ル
の
中
つ
ま
り
、
さ
っ
き
ワ
イ
ズ
が
い
た
所
に
、
た
く
さ
ん
の
兵
士
た
ち
が

集
ま
っ
て
い
た
。

下
か
ら
、
エ
ン
ジ
ン
音
が
す
る
。

兵
士
達
は
窓
を
見
た
。

兵
士
達
の
視
線
の
先
に
、
エ
ア
バ
イ
ク
の
後
ろ
に
乗
り
、
リ
ー
ベ
ル
の
赤
い
瞳

を
見
せ
び
ら
か
す
、
ワ
イ
ズ
が
い
た
。

「
諸
君
、
リ
ー
ベ
ル
の
瞳
は
い
た
だ
い
て
い
く
よ
。
」

怪
盗
・
Ｗ
ｉ
ｓ
ｅ

［
Ｗ
ｈ
ｏ
 

ｉ
ｓ
 

ｗ
ｉ
ｓ
ｅ
？
］

序
章
、
ｍ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｉ
ｏ
ｕ
ｓ
 

ｔ
ｈ
ｉ
ｅ
ｆ

青
を
纏
い
、
今
宵
も
石
を
攫
っ
て
い
く
。

次
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
何
か
・
・
・
・
・
・
・
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

Ｗｈｏ ｉｓ ｗｉｓｅ？
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